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「
集
団
的
自
衛
権
の
憲
法
解
釈
変
更
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
安
倍
政
権
で
は
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
を
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
行
お
う
と
し
て
い
る
。
日
本
国

憲
法
で
は
、
第
七
十
三
条
三
項
で
内
閣
の
職
務
に
つ
い
て
「
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
。
但
し
、
事
前
に
、
時
宜
に
よ
つ
て
は
事

後
に
、
国
会
の
承
認
を
経
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
憲
法
改
正
に
つ
い
て
も
第
九
十
六
条
で
、
国
会

の
発
議
の
上
、
国
民
の
承
認
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
条
約
や
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
承
認
や
国
民
投
票
を
必

要
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
憲
法
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
何
ら
規
定
が
さ
れ
て
い
な
い
。

憲
法
の
解
釈
権
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
憲
法
審
査
会
な
ど
で
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
憲
法
解
釈
の
変
更
権
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
日
現
在
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
政
府
解
釈
に
つ
い
て

�

現
状
の
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
政
府
解
釈
は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
九
日
に
、
第
九
十
四
回
国
会
衆
議
院
稲
葉

誠
一
議
員
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
と
変
更
は
な
い
か
。

�

昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
二
日
、
第
九
十
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
角
田
禮
次
郎
内
閣
法
制
局
長
官
の

発
言
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
憲
法
上
認
め
た
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

一



れ
ば
、
憲
法
改
正
と
い
う
手
段
を
当
然
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
」
と
い
う
答
弁
は
、
現
在
に
お
い
て
も
政
府
の
認
識

と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

�

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
九
日
時
点
に
お
け
る
憲
法
解
釈
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
、
ど
こ
が
ど
の
よ

う
な
手
続
き
を
経
て
憲
法
解
釈
を
行
っ
た
の
か
。
内
閣
は
憲
法
解
釈
権
を
有
す
る
の
か
。

�

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
九
日
時
点
に
お
け
る
憲
法
解
釈
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
国
会
の
承

認
を
得
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
か
。

二

集
団
的
自
衛
権
の
憲
法
解
釈
変
更
権
に
つ
い
て

�

現
在
、
安
倍
内
閣
で
議
論
さ
れ
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
の
憲
法
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基

づ
い
て
内
閣
が
憲
法
解
釈
の
変
更
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
内
閣
は
憲
法
解
釈
の
変
更
権
を
有
す
る
の
か
。

�

集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
国
会
の
承
認
を
必
要
と
し

な
い
の
か
。

三

憲
法
解
釈
に
関
す
る
国
会
、
司
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
内
閣
の
認
識
は
如
何

�

平
成
十
三
年
六
月
六
日
の
第
百
五
十
一
回
国
会
参
議
院
憲
法
調
査
会
で
、
阪
田
雅
裕
内
閣
法
制
局
第
一
部
長
は
、
内
閣

二



法
制
局
が
行
う
憲
法
解
釈
に
つ
い
て
「
国
会
は
も
と
よ
り
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
裁
判
所
に
対
し
て
何
ら
か
の
拘
束
力

を
持
つ
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
」
と
陳
述
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
の
憲
法
解
釈
変
更
は
、
国
会
は
も
と
よ
り
裁
判
所
に
対
し
て
何
ら
か
の
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
内
閣
は

認
識
し
て
い
る
の
か
。

�

安
倍
政
権
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
憲
法
解
釈
変
更
は
、
ど
の
よ
う
な
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


